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一一変形性股関節症におけるFactor解析の有用性一一
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Factor解析訟を用いたBoneDyna・icStudyは、従来

より行われていた関心領域の集積率を基にした時間一

放射能幽線の解析やコンパートメント解析、 3・Phase

解析と比較して織能的評価に優れているため、骨病変

をパックグラウンドと分自Eして検討することが可能で

あり、＊病変の微妙な変化を摘出することができる．

我々は骨盤燈肉、特に股関節領繊の病変に応用し 、第

2 6回本学会に基礎的検討を報告した．今回は昭和

6 1年 2月から昭和 62年 3月にかけて変形性股関節

症 36例に対するBoneDyna・icStudyを行い、Factor

解析を行った．また、その中の手術を行った 28例に

関しては、手術時の関節包、海腹、軟骨の所見と比鮫

した．この結果、骨Facter画像はRI投与後4時間に

織修した鯵餓画像に摘出される病変部をよく反映して

いた．また、骨以外のFactor画像にも異常集績が認め

られた症例では、手術時に関節包や滑E襲、軟骨に炎症

位変化が認められることが多かった.Bone Dyna・ic
StudyのFactor解析により、手術適応、予後解価など

に有用な情報が得られるものと思われた．

102 大理石骨病の骨疾患における骸医学的横討
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全身性の骨硬化を特徴とする大理石骨病について、そ

の病態を明らかにする目的で骨シンfグラフィと 、骨塩

定量としてPhoton Absorpti 0・etryおよび Qc Tを施行

し、検討を行った．

症例は、 15才、女性、11才時に大腿骨骨折を起し大理

石骨病と診断される．また 13才時にも骨盤骨折を起して

いる．骨レ線像では胸腰維の権体上縁および下縁に硬化

像が認められ、sand刷 ch spine を呈しており、骨盤骨

および大腸骨にも著名な硬化像が認められた．しかし、

僕骨および尺骨では骨獲が認められ、硬化像に乏しかっ

た．骨シンチグラフィはsuperbone scan像を示し、全

身の骨への集積が克進していることが示された o QC  T 

による第3腰推骨塩定量は、皮質骨が正常であるのに対

し海綿骨の骨梅煙の培加は著しく、その量は皮質骨の約

2倍であった．また 、DPAによる第 31安維ω曾注量も

異常高値を示した． 一方、皮質骨が主体である模骨の骨

注量は、 Sp Aで湖定したところほほ正常値であった．

以上により、骨シンチグラフィおよび骨纏定量は、大

理石骨病の病態を把握する上で有用な検査法と考えられ

た。
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Beautiful bone scan の存在はよく知られており、

この病態はいろいろな疾患によって起こることが報告

されている．今回、我々は全身骨シンチグラフィで全

身の調漫性骨変化を認めた27症例41検査〈癌の骨転移

14症例、副甲状腺機能克進症 6症例、血液疾患 3症例

など〉について、その異常集積の分布を詳細に検討し

たので報告する．その分布は、癌の骨転移では14例中

12例で躯幹骨および大鹿骨・上院骨近位部lこ調漫性集

積増加が、副甲状腺機能克進症では躯終骨と共に下肢

骨特に骨皮質に沿った集積の増加が認められた．また、

骨髄線維症では躯幹骨と共に四肢骨の骨幹部骨髄に沿

って集積の増加が認められるなど、各疾患に比叡的特

徴的であった．このため、その異常集積の分布は各疾

患の病態をよく反映しているものと考えられた．

103 デュアルトレーサー訟による代劇性骨疾患

モデル成熱ラットの骨痢変の早期鑑別診断（第3鰻）

一骨x・・および病理・との比般一
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成，u盤ラット 60匹を暗璽で 6週間、特殊鋼純で飼育し、

正常対照欝（N) ，骨敏化症書草｛”）．骨粗慰霊鮮（p) .お

よびステロイド震発情敏化症群（S)，をf'F劃した．’82.

4, 6週に Tc・99・HOPおよびCa・47chlorideの二纏頬の蝕

射性議剤を惨往し、各々の24時間全身残留率を測定した。

また岡崎聞に各僻 2匹づっ属殺して、大田4・の4・XI・・

を鰻彫し、マイクロデンシトメトリー法で定量解析を行

なった。 さらに大闘冊、有権、および・4・の病理銀本

を作劃した。 第 6週には、 Ca・47の大国情の療取率

< Xdose/g）を測定して、全身残留事との比般を行なった．

24時間全身残留 •'ilea・ 47 で健闘置撃に比べて 、 第 2 , 4, 

6週とも”鮮およびS併でU有.に低値を示し、 PI草で

U高値を示した o Tc・99・”DPでU鱒 2週から” E軍隊有志

に高値を示し、 SS草怯低値を示したがPI草で以有..綜

阻めなかった。，，x・・・の定量解析でほS、”、 P欝と

も経略的に有意な骨量の援少が毘められた．また痢理診

断から各撲の僑疾患の存在が砲置された。 従って聾々

のデュアルトレーサ－~去によりこれらのモデル欝の代耐

性骨疾・の早期鑑別診断が可能なことが判明した．
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